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I はじめに

我が国においての精神科における入院患者

の約8割が統合失調症患者である。平成16年

に厚生労働省がまとめた「精神保健医療福祉

改革ビジョン」では、救急急性期医療の重視

が掲げられており、当院の精神医療センター

においても急性期治療が平成18年より開始

されている。救急急性期医療に伴い3カ月以

内での退院を目指し治療が行われているが、

入院期間短縮に伴い急性期症状が治まると退

院となることで、自宅へ帰った後地域生活を

送る中で症状を悪化させ再入院を繰り返すと

いった回転ドア現象を引き起こしている。

精神科に勤めて経験年数が経つにつれて、

当センターにおいても再入院を繰り返す統合

失調症患者が多く、再入院の原因に関しても

理由は様々であると感じた。当科では心理教

育、退院前訪問、服薬自己管理のケアが行わ

れている。しかしそのケアを実施した患者も

同様の理由で再入院してきており、当院での

ケアの有効性に疑問を感じ、研究を行うこと

とした。

n 目的
統合失調症患者の再入院の原因と効果的な

アプロ｝チ方法を明らかにし、今後の看護に

生かす事を目的に今回文献検討を行う。

直方法

①研究デザイン：文献検討

②研究対象： 2005-2010年の期間に発表さ

れた原著論文

③データの収集方法：医学中央雑誌にて、キ

ーワード「統合失調症」「再入院」 f看護j で

原著論文を検索した。

④データの分析方法：抽出した文献を年代別

に分類し、文献件数の変化を見ていく。また、

行われている介入方法を分類することで、再

入院防止において最も多く行われているケア

は何なのか、原因も含めてデータ収集を行い、

その中で文献聞における傾向をみていく。

⑤倫理的配慮、：当研究における文献について

著作権を侵害しないように配慮した。長文の

引用をさけ、孫引きとならないように配慮し

た。

N 結果

1.検索結果

医学中央雑誌にて、キーワード「統合失調

症J「再入院」「看護」で原著論文を検索した

結果、 49件の文献が検索された。年別に分類

すると表 1となった。

表 1 年別文献件数

年‘05 ‘06 '07 ‘08 ‘09 ‘10 計

件数 5 9 7 13 12 3 49 

2.再入院の原因

再入院の原因は 20件の文献に記載されて

おり、その原因を抽出すると 27個ありカテ

ゴリー化すると表 2となった。
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表 2 再入院の原因

カテゴリー サブカテゴリー 個

服薬中断 内服中断 10 

家人による内服調整

ストレス ストレス 6 

不眠 2 

隣人トラブル

身体症状の悪化 低Na血症

糖原病の悪化
陽性症状の悪化 陽性症状の悪化 5 

3.再入院を防止するための介入方法

介入方法は 19件の文献に記載されており、

内容を抽出すると 21個あり、内容の類似性

によりカテゴリー化すると表 3となった。

表 3 介入方法

カテゴリー サブカテゴリー 個
心理教育 心理教育 3 

服薬指導 2 

ストレスコーピング
家族教育 疾病教育 3 

服薬指導

自己管理プログラム 内服自己管理 4 

認知行動療法 2 
，．””・”’M・..町....”””””’...... ・a・.. ”H・””・.............・H・－””””””・...... ”....”’ 

運動療法

退院支援 退院指導 2 

地域スタッフ参加カン
2 

ファレンス

心理教育のうち 1件を除き効果が見られて

おり、ストレスコ｝ピングでは効果の明記が

なかった。それ以外の研究では介入前後での

患者・家族の良好な行動変容が見られたと報

告されていた。

v 考察
1.検索結果

文献件数の増加が見られ、再入院防止に関

する意識の高まりと考えられた。2010年の文

献に関しては収集時期が早く検索結果が少な

い結果となったと考える。

2.再入院の原因

服薬中断とストレスが再入院の原因である

と述べている文献が多かった。これは、鈴木

1 ）らの報告においても統合失調症ではく対人

関係〉〈服薬管理不足〉〈生活管理不足〉が多数

となったと述べられており、同様の結果が得

られたと考えられる。

3.再入院を防止するための介入方法

入院の原因としては服薬中断およびストレ

スによるものが全体の 74%を占めており、

患者本人を対象とした心理教育と自己管理プ

ログラムの計 13件中 9件が服薬に関連した

ものであった。また、ストレスコーピングに

ついては効果に関して明記されていない。

これは、服薬中断により再入院となっている

患者が多いことに関連していると考えられる。

そのことから、治療として服薬に対する医療

者の意識が強く表れていると考えられる結果

となった。

田井 2）らは「地域生活維持に向けて支援体

制を整えるケアに関して、服薬中断群では開

始時期が安定期からと遅く、ケアも限定され

ている傾向があるJと述べている。このこと

から、介入方法に関し服薬に重点的になるこ

となく、入院当初から地域に戻るための介入

やセルフケア能力の向上等の援助も併せて行

うことで高い効果が得られると考えられる。

また、自己管理プログラムが全体の 33%であ

り、セルフケア能力の向上のためにも患者参

加型のプログラムを充実させて行くことが必

要であると考える。

統合失調症患者は自己管理能力が低く家族

や地域サポートが必要であり、吉野 3）は、「対

象者だけに焦点を当てるのではなく、家族な

どの対象者にとっての重要他者に対するプロ

グラムも同時に実施し、包括的な関わりを実

施する必要性が認められた」と述べている。

本人と家族に対して同時に介入できればお互

いの疾患に対する理解力のさらなる向上に繋

がると考える。しかし、中村 4）は「統合失調

症息者を支える多くの家族が望むと思われる

対処技能の向上については、短期入院での介

入に時間的限界があるJと述べており、、急性
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期病棟での介入だけではなく退院後も継続し

て援助が受けられるよう退院支援を行う必要

があると考えられる。

今回の研究では、介入によって良好な効果

が得られたと述べる文献が 90%であったが、

長期的な追跡調査は行われていない。今後介

入方法が有効であり再入院の防止に繋げられ

ているかどうかを長期的に調査する必要があ

ると考えられる。

vi 結論
①服薬中断及びストレスが再入院の主な原因

である。

②患者本人に対しては服薬中心の介入が行わ

れている。

③入院当初から地域に戻るための介入やセル

フケア能力の向上等の援助も合わせて行う

必要がある。

④退院後も継続して援助が受けられるよう退

院支援する必要がある。

wおわりに

今回は限られた年数の文献からのデータの

抽出であり、実際の結果とは異なる可能性が

考えられる。よって、今後は当院において再

入院の原因に対するデータ収集及び介入方法

の検討の必要性が示唆された。
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